












要約:かつては新生児外科疾患の治療は出生後早期発見、治療がその予後向上に重要であっ

た。しかし周産期医学の進歩や胎児超音波検査の普及向上により新生児外科疾患が出生前

に診断され適切な周産期管理を行なうことにより、より一層の治療成績向上が期待されて

いる。この研究の目的は外科的疾患の出生前診断の現況を把握するとともに各疾患におけ

る周産期管理を如何に行なうべきかを知ることにあり産科、小児科側から多くの研究協力

者を得て行なわれた。 


